
１９６９夏 長浜大島水泳場にて 

大きく変化した琵琶湖と私たちとの関わり 
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*
①豊かな自然環境としての価値 

2 

②水源としての価値 
③水産業の場としての価値 
④観光資源としての価値 
⑤学術研究の場としての価値 
⑥ラムサール条約湿地としての価値 
⑦祈りと暮らしに関わる遺産としての価値 



＜先人がやってきたこと 
   ＝私たちがやろうとしていること＞ 
 
山・森林、川、農地、湖、生きもの、人、
歴史などの地域資源に価値を見出し 
 
そこに経済の循環を産み出すことで 
 
持続可能な地域社会のシステムを作ること 

江戸時代は石高制 



環境 

社会 

（２）未来を拓く 
新たな価値を 
生み出す産業  

（３）未来を支える  
多様な社会基盤 

（４）未来につなげる 
豊かな自然の恵み 

経済 

（１）自分らしい未来を 

描ける生き方 

人 

  施策展開に向けた新たな考え方 
  ／滋賀県基本構想（みんなで目指す２０３０年の姿） 



第五次滋賀県環境総合計画 

（目標） ～環境と経済・社会活動をつなぐ健全な循環の構築～ 



 



マザーレイクフォーラムびわコミ会議 
今年は８月３１日（土）に開催します！ 

マザーレイクフォーラム 
Facebookページに「いいね」をお願い
します！ 

2019.8.9 8.00am 
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